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論 文 題 目  運動負荷強度の差異がラジカルスカベンジング能力におよぼす効果 
【目的】運動強度の上昇にともなって、有酸素代謝亢進によりフリーラジカル産生が増加する可能性が指
摘されている。他方、身体運動は抗酸化力も上昇させることから、運動による酸化ストレスの研究は両者
のバランスを明らかにする必要があると考えられる。すなわち、抗酸化力が酸化ストレスを上回るような運
動強度が存在すれば、酸化ストレスは低減する可能性がある。そこで、本研究では 2 系統の実験系、す
なわち、①物理的運動強度および②換気閾値を基準とした運動強度での一定負荷運動負荷試験から、
運動により抗酸化力が高められる強度を精査し、身体に酸化ストレスを生じさせない運動強度の存在を
明らかにすることとした。【方法】実験 1：健康な男性被験者（n=6）に、自転車エルゴメータを用いて、50、
75、100および 125Wの 4種類の運動負荷をランダムな試行順で 30分間行なわせ、酸化ストレス度の指
標として血中の脂質ヒドロペルオキシド濃度（d-ROMs 法）、抗酸化能力の指標として血漿の鉄還元能
（BAP 法）、ラジカルスカベンジング能力の指標としてヒドロキシルラジカル（・OH）生成量を電子スピン共
鳴法（ESR－spintrap法）によって測定した。実験 2：被験者（n=6）に換気性閾値（VT）を基準としてVT出
現強度および VT±10%V O2max からなる 3 種の運動を 30 分間行なわせ、実験 1 と同様に d-ROMs、
BAP、・OH生成量を測定した。なお、VTは V-Slope 法によって算定した。また、すべての試行は原則とし
て 1 週間の間隔をおいた。数値は平均値±標準誤差で示した。【結果】実験 1：d-ROMs は、運動強度
125Wでは運動終了時において 265±13 U.CARRから 295±11 U.CARRへ、終了 10分後において 265
±13 U.CARRから 281±12 U.CARRへ、それぞれ 11.3%および 6.3%、BAPは、運動強度 50Wの運動
中において 2399±45 μmol/ℓ から 2488±32 μmol/ℓ、100W の運動中において 2373±67 μmol/ℓ から
2532±56 μmol/ℓへ、それぞれ 3.7%および 6.7%増加した（p<0.05 : vs rest）。・OHは運動強度 100Wの運
動終了時、15%有意（p<0.05）に減少を示した。実験 2：d-ROMsは、VTにおける運動強度で運動終了時
において 267.2±21.2 U.CARRから 285.5±25.1 U.CARRへ増加を示し（7.3% : p<0.05）、BAPは、全試
行で有意差が認められなかった。・OHは、VT 試行終了時において、15%の減少が認められた（p<0.05 : 
vs rest）。また、VT+10%V O2max ならびに VT 試行における ESR スペクトルの変動は、VT-10%V O2max
試行に比し運動終了時でそれぞれ 27.9%、31.3%の有意（p<0.05）に減少した。【考察および結語】実験
1、2 ともに、酸化ストレスは正常範囲内での変動であった。一方、ラジカルスカベンジング能力は、
100W、VT の運動強度の負荷において安静時と比較して有意な増加を示した。したがって、酸化ストレス
自体には変動が見られないものの、換気性閾値に相当する付近の運動では、運動中のヒドロキシルラジ
カル消去能が亢進され、酸化ストレスのかかりにくい環境になっていることが明らかになった。 
 
 
